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令和２年１１月 議 会 協 議 会 
        福 祉 保 健 部 

 

新型コロナウイルス感染症について －呉市での発生状況と対応－ 

１ 呉市における新型コロナウイルス感染症の発生状況 

  呉市では令和２年４月１８日に新型コロナウイルス感染症患者
※1

（以下 

「感染症患者」といいます。）１例目を確認し，８月２０日までの間に，散発 
的に１０例の感染症患者を確認しています。 
 その後，９月２３日に１２例目の感染症患者が確認され，１０月１１日ま 

での１９日間で，感染症患者１０７人が発生し，二つのクラスター
※2

を確認 

しています。 
なお，１０月１２日以降，新たな感染症患者は確認されておらず，呉市内 

での感染症患者は１１月２日現在で１１８人となっています。 
また感染症患者のうち，８０歳代の方一人が死亡し，２人の方が現在入院 

 中，そのほか１１５人の方は既に治療・療養を終え，退院・退所しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 新型コロナウイルス感染症患者とは，ＰＣＲ検査等の病原体検査で新型コロナウイルスが検出された患者又は無症状病原体保有者をいいます。 

※２ クラスターとは，感染症患者の集団発生で，同一の場所において，５人以上の感染症患者の接触歴等が明らかとなっていることを目安としています。 

※３ 陽性とは，ＰＣＲ検査等の病原体検査で新型コロナウイルスが検出されることをいいます。  

(単位：人)

検査件数(累計) 陽性
※３

件数(累計) 入院・療養中(内 入院(重症)数) 退院等累計 死亡

３，６７７ １１８ ２（２（０)） １１５ 1

感染症の発生状況等 

呉市内の新型コロナウイルス感染症患者確認状況１１月２日時点 Ｎ＝１１８ 

(単位：人) (単位：人)

２０歳未満 １３（１１．０％)

２０～６０歳代 ７６（６４．４％)

７０歳代以上 ２９（２４．６％) 感染経路不明  ８（ ６．８％）

（内 感染経路調査中） （　０（ ０％)）

感染症患者の年代 推定される感染経路

感染症患者との接触 １１０（９３．２％）

（内 呉市内での接触） （１０４（８８．１％)）

感染症患者の状況 
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２ クラスターの発生状況 

９月２３日以降の急激な新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」といい 

ます。）の感染拡大は，二つのクラスターが連鎖した結果と考えています。 

呉市では，感染症患者の発生確認後，迅速に入院・療養等の勧告・措置を 

講じるとともに，徹底した積極的疫学調査により濃厚接触者や接触者等を特 

定し，健康観察等を実施してきました。 

その結果，１０月１日以降，歓楽街において新たな感染症の発生は確認さ 

れておらず，現時点では，歓楽街で感染が広がっている状態ではないと考え 

られます。 

また，クラスターが発生した介護老人保健施設においても，施設外への感 

染の広がりは見られず，施設内でも新たな感染症の発生の確認はない状況で 

す。 

なお，９月２３日以降の感染症患者１０７人のうち１０２人（９５．３％） 

はこのクラスターと何らかの関連のある感染と推定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

呉市の歓楽街の店舗等における感染症患者発症状況 Ｎ＝４１ 

（呉市外２人，左図との重複２人含む） 

呉市の介護老人保健施設における感染症患者発症状況 Ｎ＝３１ 

飲食店（○店舗）

（従業員，利用客）

店舗等
（従業員，利用客）

介護老人保健施設
（職員，利用者）

趣味仲間

１０２人

１人

２７人

４１人
(感染経路不明（１人）含む）

９月２３日以降のクラスターの発生状況

※ その他 ： 感染経路不明（２人），その他（３人）

家族
（子ども６人含む）

友人
９人

職場
１０人

１３人

学校
１人
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３ 呉市の対応 

(1) 歓楽街の店舗等のクラスターへの対応 
 

９月２４日以降に発生した市内歓楽街の店舗等でのクラスターは，新型コロナウイルス感染症対策分科会の提言にあるように，９月の連

休を迎えるに当たり，新型コロナウイルスが発生する以前の生活に戻りたいという気持ちが社会に醸成され，市民の活動が活発化する中で，

発熱等の症状がある人が会食等に参加し，密な状態での飲食や会話等をしていた中で，感染対策を十分に取っていない複数の参加者が感染

し，その後，家庭や職場等で感染を広げていったものと考えています。 

呉市では，感染拡大防止のため，感染症患者への丁寧な聴き取り等により，徹底した積極的疫学調査を進めるとともに，広島県が設置し

た広島県・呉ＰＣＲセンターで，歓楽街の店舗等の経営者や従業員，来店者等に対し広くＰＣＲ検査を実施しました。 

 
 

〇 最近の感染状況をみると，感染の「増加要因」と「減少要因」が拮抗
きっこう

している。 

〇 「増加要因」としては，なるべく「普通の生活」に戻りたいという気持ちが社会で醸成され，人々の活動が活発化している。そうし

た中，クラスター発生の場面も多様化していることなどが挙げられる。 

〇 「減少要因」としては，感染リスクの高い場面が明らかになりつつあり，人々が感染リスクの高い場所・行動を控えている。一方，

クラスターが発生した場合でも，これまでの経験を生かし，関係者が迅速かつ効果的な対応をとってきたことなどが挙げられる。 

〇 現在の拮抗
きっこう

状況は，この二つの要因のバランス次第で，いつ崩れてもおかしくない。事実，全国的に７月末のピーク時から減少か

ら横ばい傾向を経た上で，地域によっては増加傾向を示すに至っている。 

〇 特に，クラスターの連鎖が発生した場合に上昇に転じるリスクを抱えている。 
 
などの現状把握の上で，「これからもクラスターは発生する可能性はあるが，感染拡大防止には早期の対応が有効であり，関係者には，

クラスターが発生した場合には，早期に適切な対応を行うことを求めたい。」としています。 

 

ア 迅速な疫学調査による，感染症患者及び濃厚接触者・接触者等の特定 

(単位：人) 

 呉市内 呉市外 計 

検査対象者 ８９１ ６７ ９５８ 

陽性確認件数 ９２ ５ ９７ 

濃厚接触者 ３４４ ３１ ３７５ 

※ 一部重複者あり  

新型コロナウイルス感染症対策分科会の提言（令和２年１０月１５日発出） 
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イ 広島県・呉ＰＣＲセンター 

(ｱ) 実施期間 １０月２日～１０月１１日（１０日間） 

(ｲ) 検 査 数 ６１１件（全て陰性） 

(ｳ) 周知方法 店舗へチラシ配布，郵送 

ＰＣＲ検査等の実施件数                 (単位：件) 

 広島県・呉 

ＰＣＲセンター 
呉市 合計 

１０月 ２日 １１   １４８   １５９  

１０月 ３日 １２２   １５１   ２７３  

１０月 ４日 １６９   ２６２   ４３１  

１０月 ５日 ２５   ７３   ９８  

１０月 ６日 ４５   ４９   ９４  

１０月 ７日 ４１   ２７   ６８  

１０月 ８日 ３８   ２４   ６２  

１０月 ９日 ３４   ５３   ８７  

１０月１０日 ４８   ２２   ７０  

１０月１１日 ７８   ８２   １６０  

合  計 ６１１   ８９１   １，５０２  

 

ウ 歓楽街での啓発活動 

クラスターが発生したことを受け，呉市食品衛生協会，呉飲食組合，呉スタンドバー組合，呉観光社交事業組合，広商店街振興組合

が，主に夜間に営業している飲食物提供店舗に対して業種別ガイドラインの遵守，感染管理の徹底などの啓発活動を実施しました。 

啓発事業の実施に当たり，衛生管理に関する知識を有する呉市職員（食品衛生監視員等）が同行し，合同での啓発活動を行いました。 

   (ｱ) １０月３日（土）１８時～ 中通，本通地区（訪問等実施数１５８店舗） 

   (ｲ) １０月５日（月）１８時～ 広地区（訪問等実施数３０店舗） 

 

エ 呉市環境試験センターでのＰＣＲ検査の実施 

呉市環境試験センターでは，市内でのクラスター発生を受け，９月２８日にＰＣＲ検査を開始する予定であったスケジュールを早め

ました。 

(ｱ) 検査開始日  ９月２６日 

(ｲ) 延べ検査件数  ６３５件 （１１月２日現在） 

(ｳ) 陽性確認件数   ２５件 （   同上   ） 
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(2) 介護老人保健施設のクラスターへの対応 
ア クラスターが発生した施設の感染症患者数（１１月２日現在） 
                             (単位：人) 

 入所者 職員等 計 

検査対象者 １２４ １０５ ２２９ 

陽性確認件数 ２３（２１） ８（８） ３１（２９） 

※（ ）内は退院者数 
 

イ これまでの対応 

     ９月２５日   抗原検査で施設職員二人の陽性を確認                

     ９月２６日   防護用品を供給（サージカルマスク１,０００枚ほか） 

             ※９月３０日，１０月９日，１６日，２２日追加供給 

     ９月２８日   厚生労働省（クラスター対策班），広島県（感染症医療支援チーム）とともに対応方針を検討 

             介護・障害事業者へ感染予防対策等の注意喚起，対応フロー等の文書発出 

     ９月２９日   介護老人保健施設でクラスター発生と公表 

             ９月２８日・２９日で，施設入所者，職員全員のＰＣＲ検査を完了 

             入所者３人，職員４人（うち二人は市外居住）の陽性を確認 

    １０月 １日   厚生労働省（クラスター対策班），広島県（感染症医療支援チーム）とともに，現地施設で，施設管理者等に対し

て健康観察体制の構築，ゾーニングや職員への感染管理等について指導 

    １０月１１日   ３階の入所者と勤務した職員にＰＣＲ検査の再検査（入所者５５人，職員２３人） 

             入所者１１人，職員一人の陽性を確認。以降，感染症患者の発生なし。 

 

   ウ 今後の対応（スクリーニング検査） 

     高齢者，障害児者が入所する施設の職員に対する新型コロナウイルスのスクリーニング検査
※
を月１回実施予定 

    (ｱ) 実施主体  広島県 
    (ｲ) 対象施設  要介護度若しくは障害支援区分の高い者又は重度・重複障害児が入所している施設 

 ・高齢者施設：特別養護老人ホーム，地域密着型特別養護老人ホーム，介護老人保健施設，介護医療院 
 ・障害児者施設：障害者入所施設，医療型障害児入所施設 

    (ｳ) 対 象 者  施設に勤務する全職員（事務職員，運転手，非常勤職員，派遣職員，施設内で勤務する委託業者の職員を含む。） 
            約３，０００人（予定） 
    (ｴ) 検査方法  唾液による抗原定量検査 
    (ｵ) 実施期間  令和２年１０月～１２月（当初予定） 

    ※ スクリーニング検査とは，症状が出ていない人に対して感染の可能性があるか調べるために行う検査をいいます。  
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(3) 呉市立小学校における感染拡大防止に係る対応 

ア これまでの対応 
    ９月２６日（土）から１０月２日（金）までの期間に，四つの小学校で，５人の児童が新型コロナウイルスに感染し，陽性が確認されました。 

 当該児童が在籍する小学校は，臨時休業を実施しました。その間，濃厚接触者及び接触者に対してＰＣＲ検査を実施しました。 
 現在，臨時休業をした４校は全て再開し，入院した児童は全て退院しています。 

   イ 陽性が確認された児童が在籍する学校の状況 
(ｱ) 白岳小学校 

     ・児童一人 ９月２６日（土）に陽性確認 
      ・児童一人 ９月３０日（水）に陽性確認 
     ・臨時休業 ９月２７日（日）から１０月２日（金）まで（ただし，当該児童の在籍する学年は１０月９日(金)まで休業を延長） 

(ｲ) 吉浦小学校 
     ・児童一人 ９月２８日（月）に陽性確認 
     ・臨時休業 ９月２９日（火）から１０月２日（金）まで 

(ｳ) 昭和南小学校 
     ・児童一人 ９月２８日（月）に陽性確認 
     ・臨時休業 ９月２９日（火）から１０月２日（金）まで 

(ｴ) 川尻小学校 
      ・児童一人 １０月２日（金）に陽性確認 
     ・臨時休業 １０月３日（土）から１０月７日（水）まで（ただし，当該児童の在籍する学年及び濃厚接触者の多い学年は， 

１０月１５日(木)まで休業を延長） 
ウ 学校の対応 

   (ｱ) 国の「衛生管理マニュアル」に基づく感染防止対策の継続の徹底 
   (ｲ) 誹謗・中傷・差別をしないよう指導，保護者への呼び掛け 
   (ｳ) 心のケアの対応（個人面談，アンケート等） 

 
(4) 児童会，認定こども園及び幼稚園における感染拡大防止に係る対応 

    児童会，認定こども園及び幼稚園で，臨時休会・臨時休業を実施しました。その間，濃厚接触者及び接触者に対してＰＣＲ検査を実施しました。 

 ア 白岳すみれ児童会    臨時休会 ９月２７日（日）から１０月４日（日）まで 
イ 吉浦ふたば児童会    臨時休会 ９月２９日（火）から１０月４日（日）まで 

 ウ 昭和南ひまわり児童会  臨時休会 ９月２９日（火）から１０月４日（日）まで 
 エ 川尻児童会       臨時休会 １０月３日（土）から１０月７日（水）まで 
オ 認定こども園だいしん  児童一人 ９月２８日（月）に陽性確認 

  臨時休業 ９月２９日（火）から１０月２日（金）まで 
カ ひかり幼稚園      児童一人 １０月２日（金）に陽性確認 

臨時休業 １０月３日（土）から１０月６日（火）まで  
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４ 国・県・市の体制について 
令和２年２月２６日 【市】呉市新型コロナウイルス感染症特別警戒本部設置（本部長：市長） 

３月２６日 【国】新型インフルエンザ等対策特別措置法（以下「法」といいます。）に基づく「政府対策本部」設置 

             【県】新型コロナウイルスに係る広島県特別警戒本部を，法第２２条に基づく「県対策本部」として位置付け 

       ３月２７日 【市】呉市新型コロナウイルス感染症対策本部設置 

４月 ７日 【国】新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言（７都府県） 

             【市】呉市新型コロナウイルス感染症対策本部の改組（法第３４条） 

       ４月１６日 【国】緊急事態宣言の対象を全都道府県に拡大 

       ５月１４日 【国】緊急事態宣言の対象地区を変更（※広島県は解除） 

       ５月２５日 【国】新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言解除 

             【市】呉市新型コロナウイルス感染症対策本部の改組（法第２５条） 

 

５ 市の支援策等について 
 (1) 予算に係る取組状況 
   ア 予算措置の状況 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   イ 事業区分別予算の内訳 

  

28,434,909

令和２年度　

予備費等　 73,930 「うちクレ」の開設，消毒事業補助金　等

７月補正予算（第４号）【臨時会】 1,184,750 新型コロナウイルス感染症対策取組事業者支援給付金，新生児応援給付金　等

９月補正予算（第５号）【定例会】 1,609,126 指定管理者・公共交通事業者への支援，電子図書館サービスの導入　等

５月補正予算（第２号）【臨時会】 2,686,123 ＰＣＲ検査体制の整備，小規模企業者応援給付金　等

年度 補正予算
金額

（単位：千円）
主な施策

合計

６月補正予算（第３号）【定例会】 207,710 ひとり親世帯臨時特別給付金，抗原検査の検査キット購入

令和元年度　 既存予算 77,270 保育所等の感染拡大防止対策，コールセンター設置　等

５月補正予算（第１号）【専決処分】 22,596,000 特別定額給付金，子育て世帯臨時特別給付金

国・県 臨時交付金 市債 その他 一般財源
①感染拡大の防止 1,120,774 221,686 781,832 0 1,067 116,189

②生活に係る支援 23,344,557 22,824,771 329,165 0 128 190,493

③事業者への支援 2,003,904 82,860 1,142,652 0 0 778,392

④ＩＣＴ環境整備の加速化 1,416,153 469,296 220,576 413,400 0 312,881

⑤公共施設の機能向上 449,521 0 443,900 0 0 5,621

⑥予備費 100,000 0 0 0 0 100,000

合計 28,434,909 23,598,613 2,918,125 413,400 1,195 1,503,576

区分 事業費
（単位：千円）

財源内訳
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 (2) 自立支援室等への相談状況等（１０月３０日現在） 
ア 感染症に関する相談件数（生活・住まい等） 

 

 

 

 

 

   イ 生活福祉資金特例貸付金の相談・申請件数（呉市社会福祉協議会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ 住居確保給付金の相談・申請件数（生活支援課自立支援室） 

 
 
 
 

  

(単位：件)

3/16～10/30

相談件数 453

申請件数 90

(単位：件)

※　収入減などの生活相談

※　イの生活福祉資金特例貸付金とウの住居確保給付金の相談件数を含む。

相談件数

3/16～10/30

2,377

(単位：件)

※　緊急小口資金：主に休業された方，　総合支援資金：主に失業された方

705

申
請
件
数

総合支援資金

計

158

383

164

3/25～10/30

相談件数 1,697

緊急小口
資金

10万円

20万円
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(3) 商工振興課における補助金ほか認定件数等（１０月３０日現在） 
ア 新型コロナウイルス感染症に関する持続化補助金     イ セーフティネット保証４，５号及び 

証明書発行件数（商工振興課）               危機関連保証の認定件数（商工振興課） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

                                  ※ 上記の数値は呉市での認定件数であり，実 
                                   際の融資件数とは異なります。 

 
ウ 呉市事業者向け補助金等申請サポート事業        エ 行政書士による無料相談窓口の相談件数 
 補助金交付決定件数（商工振興課）             （商工振興課） 
 

 
 
 
 
 
 
オ 小規模企業応援給付金申請件数及び振込件数       カ 宣言店給付金申請件数及び振込件数（商工振興課） 
 （商工振興課） 

 
 
 
 
 
 
 
                                  ※ 宣言店給付金は，１店舗当たり５万円を交付するため， 

１事業者が複数店舗分を申請する場合があります。  

(単位：件)

発行件数 58

　　　　　　　　発行日
区分

3/10～10/30

(単位：件)

セーフティネット保証
５号（3/6～）

188

危機関連保証
（3/6～）

294

計 1,874

セーフティネット保証
４号（3/2～）

1,392

3/2～10/30
　　　　　　　　認定日
区分

(単位：件)

計 813

　　　　　　　　決定日
区分

5/11～10/30

社会保険労務士 165

行政書士 648

(単位：件)

相談 1,043

　　　　　　　　相談日
区分

5/11～10/30

(単位：件)

振込 4,811

　　　　　　　　　日付
区分

6/4～10/30

申請 4,939

(単位：件)

　　　　　　　　　日付
区分

8/3～10/30

（
※
振込店舗数） (2,058)

申請 2,148

振込 1,788
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６ 感染拡大防止のために  
市民の皆さんには，基本的な感染防止対策を守り，社会・経済活動に新しい生活様式を取り入れ，感染拡大防止に取り組んでいただくこと

を，また，繁華街の店舗をはじめ，事業者の皆さんには，改めて，各業界のガイドラインを遵守し，感染防止の徹底を繰り返し広報してきま

した。 

今後も，呉市内において感染症患者が散発的に発生する可能性はあります。 
また，クラスターの連鎖が起きた場合には，９月末のように感染が急速に拡大するリスクもあります。 

  こうした感染拡大を防ぐためにも，政府の新型コロナウイルス感染症対策分科会の提言で示された「感染リスクを下げながら会食を楽しむ
工夫」（参考資料１）及び「感染リスクが高まる５つの場面」（参考資料２）を参考にして，どのような行動が感染のリスクが高いかを知り，
感染リスクが高い場所を避けることや当該場所での行動を控えていただくようお願いします。 

年末を迎え，懇親会や，それに伴う会食・飲酒の機会も増えてきますので，本協議会終了後，呉市民へのメッセージを発出するとともに，

次のスケジュールで市民，事業者，飲食関係の店舗等へ分科会の提言等（以下「提言等」といいます。）の周知を行い，新型コロナウイルス

の感染拡大防止に取り組んでいきます。 

 
  ○スケジュール 

◆令和２年１１月９日（月）議会（全員）協議会終了後，市長コメント発出 

◆市内の企業・団体に対し呉市産業部から呉商工会議所等を通じ提言等を周知（11/9～） 

◆市内の飲食関係の店舗に対し保健所から呉市食品衛生協会等を通じ提言等を周知（11/9～） 

◆市内の公立学校の教職員，ＰＴＡに対し呉市教育委員会から提言等を周知（11/9～） 

◆市職員に対し呉市総務部から提言等を周知（11/9～） 

◆令和２年１１月２９日（日）に感染拡大防止文書の新聞折り込みを実施 

 （秘書広報課の取りまとめた感染拡大防止への広報の中に提言等を掲載） 

◆市政だより１月号（１２／１０発行）に提言等を掲載 

 
 

市民の皆さんは，引き続き，「新しい生活様式」による感染症の拡大防止に取り組んでください。 
  
  ○ 「３つの密」の回避，体調管理，マスク着用，手洗い，咳エチケット，人と人との距離確保等の基本的な感染対策を徹底的に実施して

ください。 
  ○ 体調が悪いと感じられたときには，仕事などを休み，外出を控え，できるだけ早く，かかりつけ医に電話した上で受診してください。 
  ○ 会食などで飲食店などを利用する場合は，座席間隔の確保や換気などの３密予防等の感染防止策に積極的に取り組む，「新型コロナウ

イルス感染症対策取組宣言店」などの店舗を利用してください。 
  ○ 接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ(ココア)」や「広島コロナお知らせＱＲ」を積極的に利用してください。 
  ○ 感染症患者・医療福祉関係者やその家族などを誹謗・中傷・差別しないでください。
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参考資料２


